
 

 

 

「臨床現場観察実習（体験ＷＳ）開催報告」 
  

2019 年 11 月 27 日と 12 月 10 日に臨床現場観察実習（体

験ＷＳ）を開催いたしました。 

 

オリエンテーション、ニーズ探索の Tips や手順に関するレクチャーの後、専門領域医師の引率の下、臨

床現場観察へ。（11/27 循環器内科、脳神経外科 12/10 循環器内科、消化器外科、整形外科の手術等を見

学しました。）見学後はグループワーク形式で、見学した内容の振り返り、Need finding に関するブレイン

ストーミング、相互での発表を行いました。  

 ここでは、第 1 回目、第 2 回目の参加者の方々からのご感想をご紹介いたします。 

 

■製薬企業 研究部門 新人 

価値ある研究開発を遂行するためには、医療現場のニーズを理     

解することが重要であると考えつつも、その手段については具体

的なイメージがありませんでした。しかし、今回の観察実習を通

じて、真のニーズを把握することの意義と、ニーズ探索のために

必要な考え方や手法を実践的に学ぶことが出来ました。今後の研

究開発に今回の学びを活かすだけでなく、更に理解を深めていき

たいと考えるきっかけとなる非常に有意義な経験でした。 

 

■検査装置メーカー デザイン部 中堅 

【良かった点】 

実際の手術を見ることができた点。臨床の現場を観察する機会はなかなかないため貴重な機会である。また、

その場で担当の医師から詳細な解説を聞け、理解を深めることができたことも大変良かった。 

【全体について】 

医療関係の事業に関わりながらも臨床の現場を実際に見る機会はなかなか得られるものではなく、本実習は貴

重な機会である。BIO DESIGN の手法という新たな視点を得ることができる点でも大変興味深い。 

 

■化学メーカー 研究開発 中堅 

実際の現場では専門の医師が付き添って下さり、解説を頂きながら観察でき

たため、高い理解度で得られる情報量の多さを実感した。一方で、我々が現場

の外で想定するニーズや解決策と現場固有状況とは大きな乖離があり、存在し

ない問題を解決するという状況に陥ることがありそうだと感じた。また、デザ

イン思考チームにはダイバーシティが必要だという点も実感できた。（今回の

チームは、バイオデザイン経験者がディスカッションリード、医療現場の未経

験者が外部の視点で幅広い写真記録、獣医出身者が医学的状況を解釈、という

役割分担がうまく機能した。） 

 

 

 

 

 



  

 

参加者も多種多様で、異分野交流の場としても機能しています。まだまだ運営改善の余地はありますが、受

講生の感想は概ね好評です！ 

 

また、2020 年 2 月 25 日には第 4 回目の開催が追加決定されました。次年度も定期的に年数回の実施を

予定しております。本実習プログラムに興味のある方は是非ご参加下さい！！ 

（その他、知財や守秘義務契約の取り扱い等に関する御質問・グループでの参加希望、基礎技術の導出方針

に関する議論や特定診療領域のニーズ調査など、個別の目的がある場合等、希望に応じたプログラムも適宜

対応致します。何かございましたら、以下の連絡先までお気軽にお問い合わせください。） 
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受講後のアンケートより

大変良かった

よかった

• バックヤードや準備の様子も含めた
見学や、医師・看護師など現場職員
と話せたことも良かった

• 事前に手術内容が分かったら、より
深い学習が出来そうだった

• 医師も加わっての議論のは素晴らし
いと感じた。

• 具体的な解決策の議論もできたら、
更に面白かった

• 討論の時間が短かった

tel:029-853-3630

